
  

 - 1 - 

 
 
 

平
成
二
十
四
年 

第
十
一
回 

青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会 

会
議
録 

 

 

一 
開
会
日
時 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日
（
月
）
午
前
十
時 

 

二 

閉
会
日
時 
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日
（
月
）
午
前
十
時
五
十
二
分 

 

三 

会
議
開
催
の
場
所 
柳
川
庁
舎 

二
階 

大
会
議
室 

 

四 

出
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

秀 

樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 

西 

村 

惠
美
子 

平 

出 

道 

雄 

石 

澤 

千
鶴
子 

月 

永 

良 

彦 

 

五 

事
務
局
出
席
職
員 

       
 

 

教
育
部
長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺 

 
 

晃 

理
事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工 

藤 

壽 

彦 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金 

澤 
 
 

保 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

成 

田 

一
二
三 

浪
岡
教
育
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
  
 
 
 

和 

田 

比
呂
志 

参
事
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱 

 
  
 
 
 

舘 

田 

一 

弥 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

田 

耕 

司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
主
幹 

 
 
 

白 

取 

範 

泰 

文
化
財
課
主
幹 

 
 
 
 
 
 
 

木 

村 

浩 

一 

市
民
図
書
館
主
幹 

 
 
 
 
 
 

竹 

谷 

圭 

司 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
副
参
事   

中 

嶋 

智 

明 

学
務
課
主
査 

 
 
 
 
 
  
 

岩 

渕 

寿 

哉 

学
校
給
食
課
長 

 
 
 
 
  
 

本 

間 

昭 

彦 

指
導
課
長 

 
 
 
 
  
 
 
 

伴 
 
 

孝 

文 

浪
岡
教
育
事
務
所
教
育
課
主
幹 

 

阿 

部 

陽 

子 
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六 

会
議
に
付
議
さ
れ
た
案
件 

（
一
）
議 

事 

議
案
第
三
十
九
号 

青
森
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

議
案
第
四
十 

号 

青
森
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

議
案
第
四
十
一
号 

青
森
市
立
小
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

議
案
第
四
十
二
号 

青
森
市
小
牧
野
遺
跡
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 
議
案
第
四
十
三
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
文
化
会
館
等
の
文
化
施
設
） 
議
案
第
四
十
四
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
民
体
育
館
等
の
体
育
施
設
） 

議
案
第
四
十
五
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
） 

議
案
第
四
十
六
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
大
野
市
民
セ
ン
タ
ー
） 

議
案
第
四
十
七
号 
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
横
内
市
民
セ
ン
タ
ー
） 

議
案
第
四
十
八
号 
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
戸
山
市
民
セ
ン
タ
ー
） 

議
案
第
四
十
九
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
北
部
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
） 

議
案
第
五
十 

号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
荒
川
市
民
セ
ン
タ
ー
） 

議
案
第
五
十
一
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
浪
岡
体
育
館
等
） 

議
案
第
五
十
二
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
浪
岡
中
央
公
民
館
） 

議
案
第
五
十
三
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
浪
岡
大
杉
公
民
館
及
び
大
杉
公
園
） 

議
案
第
五
十
四
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
浪
岡
北
中
野
公
民
館
） 

議
案
第
五
十
五
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
浪
岡
女
鹿
沢
公
民
館
） 

議
案
第
五
十
六
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
浪
岡
野
沢
公
民
館
） 

議
案
第
五
十
七
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
浪
岡
本
郷
公
民
館
） 

議
案
第
五
十
八
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
青
森
市
中
世
の
館
） 

議
案
第
五
十
九
号 

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

議
案
第
六
十 

号 

専
決
処
分
に
つ
い
て 
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（
二
）
報 

告 

（
一
） 

平
成
二
十
四
年
度
青
森
市
成
人
式
に
つ
い
て 

（
二
） 

青
森
市
民
室
内
プ
ー
ル
の
再
開
に
つ
い
て 

（
三
） 

「
ア
ー
ト
で
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
（
素
案
）」
に
係
る
わ
た
し
の
意
見
提
案
制
度
の
実
施
結
果
に
つ
い
て 

（
四
） 

財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
同
公
社
元
役
職
員
へ
の
求
償
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て 

（
五
） 

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
学
校
給
食
献
立
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
に
つ
い
て 

（
三
）
そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

七 

会
議
録
署
名
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 

村 

惠
美
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 

 

八 

会
議
の
大
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
十
時
に
委
員
長
が
開
会
を
宣
言
す
る
。
会
期
を
一
日
と
し
、
会
議
録
署
名
委
員
を
前
項
七
の
と
お
り
指
名
す
る
。 

議
案
四
十
号
か
ら
議
案
第
六
十
号
に
つ
い
て
、
非
公
開
の
会
議
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。 

議
案
三
十
九
号
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
。 

事
務
局
か
ら
五
件
の
報
告
を
し
、
平
成
二
十
四
年
第
十
二
回
定
例
会
の
日
程
調
整
を
し
た
後
、
非
公
開
の
会
議
に
よ
り
議
案
第
四
十
号
か
ら
議

案
第
六
十
号
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
、
閉
会
し
た
。 

  

九 

会
議
の
状
況 

  
 
 

（
一
） 
 

議 
 
 
 
 

事 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
議
事
に
入
り
ま
す
。 

議
案
第
三
十
九
号
「
青
森
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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―
―
―
― 

小
野
寺
教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
三
十
九
号 

青
森
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
、
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

社
会
教
育
委
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
そ
の
設
置
に
つ
い
て
定
め
た
「
青
森
市
社
会

教
育
委
員
条
例
」
の
御
議
決
を
賜
り
、
去
る
十
月
二
日
に
公
布
、
施
行
と
な
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
公
募
委
員
の
募
集
及
び

選
考
、
関
係
団
体
へ
の
候
補
者
の
推
薦
依
頼
等
の
手
続
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
こ
れ
ら
の
準
備
手
続
が
整
い

ま
し
た
こ
と
か
ら
、
青
森
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
、
御
提
案
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

当
該
委
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
教
育
法
に
お
い
て
「
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を

行
う
者
並
び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
中
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
候
補
者
の
選
考
に
当
た
っ
て
は
、
関
係

団
体
か
ら
の
推
薦
の
ほ
か
、
三
名
の
委
員
を
公
募
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
お
手
元
に
配
付
し
て
お
り
ま
す
候
補
者
名
簿
の
と
お
り
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
学
校
教
育
の
関
係
者
三
名
、
う
ち
公
募
委
員
一
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
社
会
教
育
の
関
係
者
三
名
、
う
ち
公
募
委
員
一
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
二
名
、
う
ち
公
募
委
員
一
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
学
識
経
験
の
あ
る
者
二
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
合
計
十
名
の
方
々
を
適
任
者
と
認
め
、
そ
の
委
嘱
に
つ
い
て
御
提
案
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

な
お
、
委
員
の
任
期
は
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
ま
で
の
二
年
間
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

よ
ろ
し
く
御
審
議
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
す
の
で
、
議
案
第
三
十
九
号
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
無
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 
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委 
員 
長 

 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
す
。
今
回
の
報
告
事
項
は
五
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
は
じ
め
に
、「
平
成
二
十
四
年
度
青
森
市
成
人
式
に
つ
い

て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 

―
―
―
― 

舘
田
社
会
教
育
課
参
事
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

平
成
二
十
四
年
度
青
森
市
成
人
式
の
実
施
に
あ
た
り
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
市
で
は
、
新
成
人
を
祝
福
し
、
新
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
喚
起
さ
せ
る
と
と
も
に
、
若
者
の
社
会
的
自
立
を
促
進
し
、
青

森
市
民
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
と
連
帯
感
を
養
う
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
青
森
市
成
人
式
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
今
年
度
の
新
成
人
ら
十
七
人
で
組
織
す
る
、
平
成
二
十
四
年
度
青
森
市
成
人
式
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
行
い
ま
す
。 
開
催
日
時
と
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
十
三
日
の
日
曜
日
、
青
森
会
場
は
、
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

（
青
森
市
文
化
会
館
）
で
正
午
か
ら
、
ま
た
、
浪
岡
会
場
は
、
青
森
市
中
世
の
館
で
十
五
時
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、今
年
度
、本
市
で
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、平
成
四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
あ
り
、

本
年
七
月
一
日
現
在
の
数
値
で
あ
り
ま
す
が
、
青
森
地
区
二
千
五
百
四
十
五
人
、
浪
岡
地
区
百
七
十
三
人
、
合
わ
せ
て
二
千
七
百
十
八
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
の
成
人
式
実
行
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
月
に
立
ち
上
げ
た
後
、
こ
れ
ま
で
三
回
の
会
議
を
開
催
し
、
熱
心
に
協
議
を
重

ね
て
参
り
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
３
Ｄ 

～ 

ド
リ
ー
ミ
ン
グ
、
デ
ベ
ロ
ッ
ピ
ン
グ
、
ダ
ッ
シ
ン
グ
」
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
テ
ー
マ
は
、
新
成
人
と
し
て
描
く
夢
を
、
日
々
成
長
し
な
が
ら
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
一
人
一
人
が
際
立
っ
た
存
在
と
し
て
異

彩
を
放
ち
た
い
と
い
う
思
い
を
、
英
語
で
夢
の
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
、
日
々
成
長
す
る
の
デ
ベ
ロ
ッ
ピ
ン
グ
、
異
彩
を
放
つ
の
ダ
ッ
シ
ン
グ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
、
三
つ
の
Ｄ
で
「
３
Ｄ
」
と
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
覧
の
内
容
に
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

成
人
式
の
開
催
に
あ
た
り
、
十
二
月
中
頃
に
は
、
委
員
の
皆
様
に
、
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
、

新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委 

員 
長 

 
 
 
 

特
に
無
い
よ
う
で
す
の
で
、
次
に
「
青
森
市
民
室
内
プ
ー
ル
の
再
開
に
つ
い
て
」
事
務
局
よ
り
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

中
嶋
副
参
事
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

市
民
室
内
プ
ー
ル
の
再
開
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
民
室
内
プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
九
月
二
十
一
日
の
天
井
部
材
落
下
事
故
以
来
、
天
井
及
び
温
水
配
管
工
事
の
為
、
長
期
間

に
わ
た
る
休
館
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
当
該
工
事
も
無
事
終
了
し
、
去
る
十
一
月
十
日
、
土
曜
日
か
ら
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
十
日
の
土
曜
日
及
び
十
一
日
の
日
曜
日
は
、
個
人
利
用
の
方
に
限
定
し
て
無
料
開
放
と
し
、
こ
の
二
日
間
で
百
五
十
八
人
の
ご

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
十
一
月
中
の
団
体
利
用
申
込
み
も
既
に
届
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と
も
市
民
室
内
プ
ー
ル
の
周
知
を
図
り
、
利
用

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
か
ら
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
す
の
で
、
次
に
「
ア
ー
ト
で
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
（
素
案
）
に
係
る
わ
た
し
の
意
見
提
案
制
度
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
」

事
務
局
よ
り
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

中
嶋
副
参
事
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 
 

「
ア
ー
ト
で
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
（
素
案
）」
に
係
る
わ
た
し
の
意
見
提
案
制
度
の
実
施
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
お
手
元
に
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
配
布
資
料
一
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

「
ア
ー
ト
で
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
（
素
案
）」
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
二
十
四
年
九
月
一
日
の
土
曜
日
か
ら
九
月
三
十
日

の
日
曜
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、「
わ
た
し
の
意
見
提
案
制
度
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
御
意
見

の
件
数
は
、
三
名
か
ら
七
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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続
き
ま
し
て
配
布
資
料
二
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
と
こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
及
び
意
見
の
反
映
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

 
 
 
 
 

一
は
、
市
の
「
第
九
の
会
」
へ
の
経
費
支
援
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
御
意
見
で
す
が
、
具
体
的
な
取
組
は
方
針
策
定
後
の

検
討
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
の
取
組
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、「
実
施
段
階
検
討
」
と
整
理
い
た
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

二
は
、
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
の
活
用
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
の
御
意
見
で
す
が
、
基
本
方
向
の
「
推
進
体
制
の
整
備
」
の
な
か
に
、

国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
と
の
連
携
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
記
述
・
整
理
済
」
と
整
理
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

三
は
、
公
立
大
学
法
人
青
森
公
立
大
学
に
芸
術
学
部
を
新
設
す
る
こ
と
の
御
提
案
で
す
が
、
青
森
公
立
大
学
の
建
学
の
理
念
を
尊
重

し
、
現
時
点
で
は
「
反
映
困
難
」
の
整
理
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

四
は
、
棟
方
志
功
記
念
館
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
棟
方
志
功
の
生
涯
を
歌
っ
た
曲
を
聴
け
る
よ
う
に
す
る
と
の
御
提

案
で
す
が
、
棟
方
志
功
記
念
館
は
市
の
施
設
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
者
に
御
提
案
を
伝
え
る
こ
と
と
し
、「
そ
の
他
」
と
整
理

い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

五
は
、
ワ
・
ラ
ッ
セ
や
観
光
案
内
所
等
で
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
県
内
名
所
旧
跡
や
特
産
物
を
歌
で
観
光
客
へ
の
案
内
を
行
う
と

い
う
御
提
案
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
い
て
検
討
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
取
組
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、

「
実
施
段
階
検
討
」
と
整
理
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

六
は
、
青
森
に
関
す
る
曲
を
市
役
所
や
ア
ス
パ
ム
な
ど
の
歌
と
関
連
す
る
施
設
等
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
活
用
を
す
る
と
の
御
提
案
で
す

が
、
具
体
的
な
取
組
は
方
針
策
定
後
の
検
討
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
ア
ス
パ
ム
な
ど
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
者
に
御
提
案

を
伝
え
る
こ
と
と
し
、「
そ
の
他
」
と
整
理
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

七
は
、
青
森
に
関
す
る
曲
に
つ
い
て
、
小
・
中
学
校
に
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
冊
子
を
配
付
す
る
と
の
御
提
案
で
す
が
、
既
に
郷
土

の
音
楽
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
工
夫
し
て
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
配
付
は
、
現
時
点

で
は
「
反
映
困
難
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
百
人
委
員
広
聴
会
に
お
い
て
い
た
だ
い
た
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
、「
ア
ー
ト
で
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
案
」
を
つ
く
り
、
来
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会
で
お
諮
り

し
、
方
針
内
容
を
決
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

な
お
、
方
針
内
容
と
「
わ
た
し
の
意
見
提
案
制
度
」
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会
終
了
後
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
掲
載
、
一
月
十
五
日
の
火
曜
日
か
ら
二
月
十
四
日
の
木
曜
日
ま
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各
支
所
、
各
市
民
セ
ン
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タ
ー
な
ど
の
縦
覧
場
所
で
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 
長 

 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
す
の
で
、
報
告
の
四
件
目
に
入
り
ま
す
。「
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
同
公
社
元
役
職

員
へ
の
求
償
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

中
嶋
副
参
事
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 
 

財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
同
公
社
元
役
職
員
へ
の
求
償
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
種
報
道
で
ご
存
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
先
般
、
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

公
社
よ
り
、
市
教
育
委
員
会
に
対
し
、
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
同
公
社
元
役
職
員
へ
の
求
償
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

お
手
元
の
配
付
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

ま
ず
、
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十
八
年
三
月
に
同
公
社
元
職
員
に
よ
る
不
適
正
な
税
務
処
理
が
判
明
し
、
平
成
十
九

年
十
一
月
に
は
元
職
員
が
青
森
警
察
署
に
業
務
上
横
領
及
び
詐
欺
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
平
成
二
十
年
十
一
月
に
は
刑
事
裁
判
で
元
職
員

の
実
刑
判
決
が
確
定
し
、
同
年
十
二
月
公
社
が
源
泉
徴
収
税
の
横
領
な
ど
総
額
九
千
三
百
八
万
九
千
六
百
七
十
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

る
民
事
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
、
こ
の
民
事
訴
訟
に
お
い
て
、
同
公
社
が
請
求
し
た
損
害
額
の
金
額
を
認
め
る
判
決
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、

元
職
員
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
手
続
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

そ
の
結
果
、
回
収
金
額
は
四
千
八
百
十
一
円
で
あ
り
、
元
職
員
か
ら
の
回
収
は
こ
れ
以
上
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
元
職
員
の
当
時

の
上
司
で
あ
る
役
職
員
四
名
に
対
し
、
同
公
社
と
の
委
任
契
約
又
は
雇
用
契
約
に
伴
う
職
務
遂
行
上
の
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
り
、

全
体
で
損
害
額
相
当
額
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
九
日
の
同
公
社
理
事
会
終
了
後
、
同
関

係
者
へ
損
害
額
に
係
る
請
求
の
通
知
書
を
送
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

そ
の
後
、
請
求
に
応
じ
な
か
っ
た
元
役
職
員
三
名
に
対
し
、
職
務
遂
行
上
の
善
管
注
意
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
責
任
を

求
め
る
訴
状
を
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
に
青
森
地
方
裁
判
所
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 
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裁
判
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
に
第
一
回
口
頭
弁
論
が
開
始
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
ま
で
に
計

十
四
回
の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
に
被
告
一
名
、
平
成
二
十
四
年
十

月
に
被
告
一
名
、
そ
し
て
平
成
二
十
四
年
十
一
月
に
被
告
一
名
の
和
解
が
成
立
し
、
提
訴
か
ら
約
二
年
を
経
て
、
当
該
裁
判
は
終
了
い

た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

回
収
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
額
千
二
百
三
十
三
万
三
千
八
百
六
十
九
円
と
な
り
、
元
職
員
へ
の
請
求
額
九
千
三
百
八
万
九
千
六

百
七
十
円
に
対
し
、
約
十
三.

二
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
収
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

な
お
、
個
別
の
和
解
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
和
解
条
項
に
お
い
て
公
表
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 

今
後
は
元
職
員
が
出
所
後
、
本
人
に
対
し
損
害
賠
償
額
の
請
求
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
か
ら
、
同
公
社
を
指

導
・
監
督
す
る
立
場
で
あ
る
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
同
公
社
の
対
応
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
法
人
運

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
同
公
社
に
対
す
る
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
報
告
の
五
件
目
「
平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
学
校
給
食
献
立
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

学
校
給
食
課 

本
間
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

「
平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
学
校
給
食
献
立
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
日
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
地
場
産
物
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
及
び
学
校
給
食
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
学
校
給
食
献
立
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
森
県
教
育
委
員
会
と
公
益
財
団
法
人
青
森
県
学
校
給
食
会
が
主
催
と
な
り
、

平
成
二
十
二
年
度
に
創
設
さ
れ
、
本
年
度
は
三
回
目
と
な
り
ま
す
。 

本
年
度
は
、
県
内
十
五
校
、
延
べ
三
十
六
チ
ー
ム
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
本
市
の
新
城
中
央
小
学
校
が
最
優
秀
賞
に
、
浜
田

小
学
校
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
青
森
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
三
年
連
続
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
お
り
ま
す
。 

最
優
秀
賞
と
な
っ
た
新
城
中
央
小
学
校
が
提
案
し
ま
し
た
献
立
タ
イ
ト
ル
は
、「
新
城
中
央
っ
子
は
地
産
地
消
給
食
で
学
力
ア
ッ
プ
」
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で
、
青
森
県
の
特
産
品
で
あ
る
長
芋
や
ホ
タ
テ
、
さ
ば
、
イ
カ
な
ど
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
学
校
敷
地
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

カ
シ
ス
、
ま
た
、
リ
ン
ゴ
、
ぶ
ど
う
が
地
域
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
発
案
し
た
ゼ
リ
ー
な
ど
の
献
立
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
献
立
の

独
創
性
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

優
秀
賞
の
浜
田
小
学
校
の
献
立
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
配
布
資
料
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
度
の
受
賞
は
、
児
童
生
徒
の
地
場
産
物
活
用
へ
の
関
心
を
大
い
に
高
め
た
も
の
と
考
え
て
お

り
、
今
後
の
学
校
給
食
に
お
き
ま
し
て
も
、
郷
土
色
豊
な
献
立
の
提
供
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
学
校
給
食
で
取
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
全
校
で
食
べ
て
み
る
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で 

き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

 

学
校
給
食
課
長 

 
 

賞
に
選
ば
れ
た
給
食
の
食
材
が
調
達
で
き
れ
ば
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

特
に
無
け
れ
ば
、
次
回
の
定
例
会
の
日
程
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。 

 

総
務
課
長 

 
 
 
 

次
回
の
定
例
会
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月
二
十
六
日 

水
曜
日
、
午
後
三
時
か
ら
、
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー 

四
階 

第
二
研
修
室
で
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

事
務
局
か
ら
次
回
の
定
例
会
の
日
程
の
調
整
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
は
、
十
二
月
二
十
六
日
、
水
曜
日
、
開
催
場
所
は
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
四
階 

第
二
研
修
室
と
い
た
し
ま
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す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
先
ほ
ど
議
案
第
四
十
号
並
か
ら
議
案
第
六
十
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
公
開
の
会
議
に
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
青
森
市

教
育
委
員
会
会
議
規
則
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
委
員
及
び
事
務
局
職
員
を
除
き
、
傍
聴
人
、
記
者
の
皆
様
は
退
室
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

  

（
別
冊 

非
公
開
の
会
議
参
照
） 
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平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日
開
催
の
平
成
二
十
四
年
第
十
一
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
し
た
。 

  
 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 
 

記 
 
 

金 

子 
 
 

健 

 

右
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
署
名
す
る
。 

  
 
 

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

西 

村 

惠
美
子 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

月 

永 

良 

彦 

    


